
 

会派合同視察報告書 

令和７年 10 月１７日 

大町市議会議長 傳刀 健 様 

市民クラブ 

 中牧盛登 

小澤悟 

                            峻嶺会 

一本木秀章 

傳刀健 

記 

市民クラブ・峻嶺会 会派合同視察を下記の通り実施したので報告致します。 

１．期間：令和７年８月６日（水）から７日（木）まで（２日間） 

２．視察地及び視察事項 

（１）福井県 大野市 

「移住定住施策について」 

「議会改革について」 

「こども議会・高校生議会について」 



 

（２）福井県 池田町 

「国民体育大会クライミング競技関係 施設跡地利用について」 

（農村 de 合宿キャンプセンター） 

 

(１) 福井県 大野市 

「移住定住施策について」 「議会改革について」 

「こども議会・高校生議会について」 

日時：8 月 6 日(水)13 時 30 分から 15 時 00 分まで 

大野市概要 

福井県東部に位置する市（自治体）。奥越前の中心地で越前大野城の

城下町として発展した都市である。1954 年（昭和 29 年）市制施行。 

福井県内の市町の中では最大の広さを持ち県面積のおよそ 5 分の 1

を占める。 

 

 

「移住定住施策について」 

面積 872.43km2 

総人口 28,312 人 



所感 

（中牧 盛登） 

 大野へかえろう事業

は、平成 27 年度から国

庫補助等を活用し、4年

間を一つの区切りとして、平成 30 年度で終了している。総事業費は、4 年間で

1 億１３００万円。この事業による効果は、若者や市民に対して、地元への愛着

心の醸成などが効果として挙げられている。残念に思う事は国の補助金が切れ

るとともに事業を終了したことである。 

 

結論 当市としても、若者や市民に対してもっと地元への愛着心や誇りに思う

ような事業の展開が必要ではないかと感じた。 

実際に大野を出て、大野にかえってきた人たちの経験や仕事内容を紹介 



(小澤 悟) 人口減少が進む中、多くの自治体が移住定住施策を取り組んでいる

が現在住んでいる若者に対して、どうしたら当市に帰って住み続けたいと思え

るまちづくりの必要性についての視点から視察を行った。大野市の数ある移住

定住事業の中でも「大野へかえろう」事業は当市にも必要と感じる事業と感じた。 

特になぜ若者が地元を離れる理由①地元の魅力を知らないまま、地元を出てい

く②地元の人とつながりが

ないまま、地元を出ていく

③地元での未来の切り開き

方を知らないまま、地元を

出ていく④大人たちが地元

に誇りを持っていない。今当市は無いものを作るのではなく、今あるものを知

り・誇りを持つこと、そしてそれを子供に伝える必要性があると感じた。 

 

(一本木 秀章) 大野市は人口２８３１２人、議員数１６名 大町市とはほぼ同

等な規模の市です。しかし、令和７年度の大野市の一般会計予算は２０４億９５

７０万円と予算的には大町市を上回っています。大野市の企業は大企業は少な

く、中小企業が多く、市の財政を支えている様に思える。 

市庁舎や各施設などを見ると、財政面ではしっかりしている。 

大野市の日常の風景を写した写真集を成人式で配布 



・移住定住施策について 

「大野へかえろう事業」を通じて、市民全体が移住促進していて、実績を残して

いる。 

大野市は地元雇用があり、医療機関の充実や待機児童ゼロ、良い自然環境や農業

など、移住に適した地域と言える。加えて各種支援の充実が移住者には人気があ

ると考える。 

 

(傳刀 健) 移住定住施策は多くの自治体で取り組まれているが、U ターンに

特化した視線での取り組みということで「大野へかえろう事業」は非常に関心の

高い事業である。 

・立ち上げ当初国の補助金を受けて４年間で 113,000 千円ほど支出したようで

あるが、地元高校生を巻き込んだ企画や、卒業式や成人式における地元愛の刷り

込みは、地方を離れる若者の心に深く刻まれることになると思う。現在は予算が



縮小し HP の管理程度のようだが、折角立ち上げた楽曲等があるので、もっと活

用すべきだと思った。・当市でも、高校卒業から大町を離れる若者は非常に多い。

類似の取組をもって、地元愛を育んでいく必要がある。 

「こども議会・高校生議会について」 

(中牧 盛登) こども議会は、平成２７

年度から３０年度にかけて、年に１度開

催されている。市内の１０小学校から６

年生が一人ずつ選ばれ、市政に対する質

問を行い答弁者は市長・副市長・教育長

が行っている。参加者は、大野高校と奥

越明成高校の２年生が８人参加し、市政

に対する質問を行い、答弁者は大野市議

会各常任委員長が行っている。 

・現在は、こども議会は・高校生議会ともに開催されていない。その理由は、 

こども議会は４年を区切りとしたことや教員の負担が大きいとのこと。高校生

議会は、質問作成に生徒への負担が大きいためとしている。 

結論 当市としても、高校生議会を開催する考えならば、質問等の作成に対する

支援や、今後も高校生議会を継続できるように細部にわたって検討すべきと考

大野の高校生が自らの手で 

地元のお店のポスターを制作した 



える。 

(小澤 悟) 当市の未来を背負う、こども達に議会や市の仕事についてどうやっ

て関心をもっても

らえるかの視点で

視察を行った。こ

ども議会・高校生

議会ともに議会や

市の仕事を知って

もらうきっかけにはなると感じた。もし当市でも高校生議会を行うとすれば同

じ目線でこども達のサポートをしなければ続けられないと感じた。 

 

(一本木 秀章) 子ども議会・高校生議会は素晴らしい取組みである。しかし 

学校側、理事者側のスケジュール調整などが難しく、現在は中止しているとの事。 

市の仕事や議会の仕組みの理解を深め、市政や議会への関心、町つくりに参加す

る意欲や地域への愛着などをもってもらうきっかけになる事ができるが、いざ

実行するとなると難しい点が多いが、やってみたい施策である。 

 

(傳刀 健) 子ども議会は平成 30 年までに 4 回、高校生議会は令和 3 年までに



2 回開催されたのみで現在行われていないということであるが、地元への愛着と、

市政への関心を育む取り組みとしては効果のある取り組みであると思う。 

・児童生徒や教員側への負担が大きいということのようであるが、いずれの議会

もスケジュールがとてもタイトなため、負担が増しているように思われる。理事

者、議会がともに取り組んでいけば継続できたようにも思われる。 

・高校生議会にこだわらず、高校生の意見を聞いていくことは重要だと改めて思

った。 

福井県大野市「議会改革について」 

(小澤 悟) 議会改革は市民の皆さんがより議会が身近に感じていただくため

にも必要という視点で視察を行った。特に議会だよりの改革の必要性に感銘を

受けた。当市も

議会改革を行う

ためにも議会の

動きを読んでい

ただけるような

工夫をしなけれ

ばならないと感

じた。議会改革の一つの議員報酬の引き上げには大変驚いた。市民目線で考えて



も、市民がよく納得されたと感じた。 

 

(一本木 秀章) 「市民に寄り添う議会の実現」に向けて議会改革に継続的に取

り組んでいる。 

① 議会報告会の開催 

② 政務活動費の公開 

③ 議員活動の充実、強化 

④ 議会活動の充実、見える化 

⑤ 議員の環境整備 

⑥ 議会の環境整備、デジタル化 

⑦ 議会だよりのリニューアル 

など各活動実績の報告があり、大町市議会でも各活動を参考に議会改革を進め

ていきたい。 

 



(傳刀 健) 議会だよりを縦読みから横読みにしただけでも若い世代に受け入

れられやすくなったのだと思う。表紙についても色味がやわらかで硬さがなく、

手に取りやすいように感じられた。 

・ハラスメント条項の追加や議会報告会の開催内容などについては、当市の方が

先進しているように思う。 

・議員の報酬現行 357,000 円（現在 387,000 円案を報酬審議会に上げている）

が、大野市の人口、財政規模に対して非常に高額で驚いた。又政務活動費につい

て も 月 ご と

40,000 円という

ことで当市の 12

倍となる。当市に

おいても議員の

なり手不足の観

点からの報酬増や政務活動について充実を求める声がある。大野市ほどは無理



にせよ、今後、様々な声を聴きながら検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

(２) 福井県 池田町 8 月 7 日 9 時～1２時 

 

「国民体育大会クライミング競技関係 施設跡地利用」「わ

くラボ」について 

（農村 de 合宿キャンプセンター） 

 

(池田町概要) 池田町は、福井県の嶺北地方に位置し、足羽川最上流部の岐阜県

との県境にあります。町域の約 9 割は森林で、福井県でも有数の豪雪地帯です。

伝統芸能の能楽や能面芸術の文化を受け継いでおり、特別豪雪地帯に指定され

ています。池田町は過疎地域自立促進特別措置法により過疎市町村に指定され

ており、2015 年国勢調査では北陸地方 3 県の中で唯一、富山県の中新川郡舟橋



村を下回る人口最少の市町村となっています。 

 

面積 194.65km2 

総人口 2,096 人  

（推計人口、2025 年 8 月 1 日） 

 

 

所感 

(中牧 盛登) 廃校利用施設(農村 de 合宿キャンプセンター)について 

平成 22 年度に廃校となった池田第 3 小学校の利活用については、廃校から 2 年

後に利活用検討委員会が設置され、平成 24 年・25 年と 2 年間かけて検討され

ている。その結果、平成 28 年に農村ｄｅキャンプセンターが開館。平成 29 年

には、体育管内に福井県初となるスピード・リード・ボルダリング 3 種類のクラ

イミング施設を整備し、宿泊棟も改築している。施設の管理運営は、令和元年に

指定管理者で始まったが、2 年後には観光課が管理することとなり、令和 5 年か

ら現在は、教育委員会の所感となった。管理費は職員の人件費や光熱水費等で赤

字経営となっているなど、施設管理の厳しい状況が感じられた。 

結論 視察した池田町は、廃校後 2 年が経過してから検討委員会を立ち上げ、 



その利活用検討委員会は、スタジオＬという地域づくりのプロに委託をして進

めてきた。(プロが 2 年かかっている) 

当市も令和 8 年度から 3 校が廃校となり、加えて旧大町北高が現在廃校となっ

ている状況である。当市として、利活用検討委員会はいつ設置されるのか、また、

検討委員会は市直営で設置するのか、地域づくりのプロに委託した方がよいの

か、多いに議論する余地があるということを、今回の視察で強く感じた。 

廃校の小学校跡地を宿泊施設（合宿所）として活用されているという視線は面白

い。しかし、指定管理者が 2 年程で撤退した現実を聞くと厳しい物があること

を強く感じた。 

 



(小澤 悟) 当市は令和 8 年度、小学校再編に伴い 3 校廃校になることが決ま

り、小学校の跡地利用の観点で視察を行った。「農村ｄｅキャンプセンター」は

まちづくりのプロが行って 2 年かかったと伺い正直驚いた。当市でも廃校後の

ことは、これから議論されるので何年かかるのか心配に感じる。大町北高校も平

成 28年に廃校になってから手つか

ず状態であった跡地も、国スポが

令和 10 年に行われることで、ボル

ダリングの会場にようやく決まっ

たところである。当市の活性化の

為にも利活用検討委員会の素早い設置と行政だけではなくまちづくりのプロも

入れ議論を進めるべきと感じた。「農村ｄｅキャンプセンター」の運営は少し厳

しいと感じた(収支は赤字）のため。当市でも施設管理運営に関しては慎重に議

論する必要があると感じた。 

 



(一本木 秀章) 池田町人口２，

１７４人 ８７５世帯 ３３集

落 森林率９２％ の小さな町

です平成３０年の福井国体のク

ライミング競技会場に、廃校にな

った小学校を整備して活用した。それを期に、農村ｄe 合宿キャンプセンターや、

わくラボ（池田町地域産業等支援施設）を整備した。 

池田町の廃校利用施設について・農村ｄe 合宿キャンプセンター廃校となった池

田第三小学校を再利用し、「農村がキャンパス！風土が教科書！」をコンセプト

に、池田町の自然環境、文化資源、人的資源などを感じ、「学び・鍛え・交わる」

事が出来る合宿施設として整備されました。 大町市の北高をやまびこ国体の

クライミング競技会場に整備する予定と聞いているが、国体が終わった後も利

用できるような施設を造ってもらいたい。計画の段階から、コンセプトや活用計

画をしっかり立てて、すばらしい施設を造ってもらいたい。 



・わくラボ（池田町地域産業等支援施設） 

廃校となった池田小学校野尻分校を整備し、わくラボ（池田町地域産業等支援

施設）が造られました。池田町で新たな挑戦をはじめる個人・団体・会社を応援

する賃貸型オフィスとして整備されました。共用キッチン・無料 Wi-Fi などが

整備大町市でもこれから、３小学校が廃止され、再利用も未定である。 

わくラボのような大型複合賃貸型オフィスを廃校の跡地利用として、大町市の

活性化や移住促進に役立つのではないかと感じた。 

 

(傳刀 健)標高が 200 メートル程度であっても、宿泊予約はとれるということ

だが、大町市では 750 メートル程度である。合宿受け入れに積極的に取組むべ

きである。 

・学校跡地の利用にあたっては、住民を巻き込んだ利用促進会議を直ちに開催し

て、廃墟とならないよう取り組んでほしい。 



・「わくラボ」については、創業支援の視点から見ても非常に面白い取組である。    


